
問題 6カ 学 (100点 )

以下の問い (間 1～間 3)に答えよ。途中の式変形や論理の流れも書 くこと。

間 1 次の文を読んで,設間(1)ん (2)に答えよ。
伸縮せず,自 由に折れ曲が り,質量が無視できる一本のひもを

摩擦の無い水平に固定された丸棒に架け,そ の一方の端に質量

%の 物体 Aを ,他の端に質量 ηBの物体 Bを つける (図 1)。
物体 ハ,Bに は鉛直下向きの重力 (重力加速度の大きさは,)
が作用する。丸棒は物体 Aと 物体 Bが接触 しないほど太 く;
またひもと二つの物体は丸棒の中心軸に垂直な一つの平面内

で運動するものとする。

(1)物体 Aの運動方程式と,物体 Bの運動方程式を書け。

(2)黎4手 ν +△η,mB=ν ―△m(た だし,0<△m<y)の 場合について,ひ もから
物体 Aに働 く力の大きさと向き,ひ もから物体 Bに働 く力の大きさと向きを求め

よ。

間 2 次の文を読んで,設問(1)～ (2)に `答えよ。
摩擦の無い水平な床の上に質量 Mの物体 Aを置 く。物体 Aの上面は水平であり,そ の

上に質量 mの 物体 Bを置 く。物体 Aと 物体 Bの間には摩擦力が働 く。両物体は回転
せずに水平に運動するものとする。時刻 ι=0に 物体 Aに速度 ラ を,物体 Bに速度
ラを与えて運動させた (図 2a)と ころ,時刻ι=ヶ ■両者の速度がともにフとなった

(Eコ 2b)。

(1)ι =0か らι圭ヶの間に物体 Aおよび物体
Bに作用 した摩擦力の力積をそれぞれ

可′房 とする。 石および 石を求めよ。
さらに,物体 Aか ら物体 Bに作用する

摩擦力と物体 Bか ら物体 Aに作用する

摩擦力が作用反作用の関係にあること

を用いてLと可め関係を述べ, これに
基づしヽてフを求めよ。

(2)ι
.=oからι=ヶ の間に摩擦ヵが物体
Aお よび物体 Bに した仕事をそれぞれ
予ν2′ 予νЪとする6ラ,プをいろいろに変え

ても,|ラ ープ|が不変であれば シ‰ +フ‰
が不変であることを示せ。

(次ページに続 く)
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